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特
別
記
事
：
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
法
学
研
究
所
講
演
会

中
国
情
勢
と
日
米
中
関
係

解

題

法
学
部
法
学
研
究
所
長

山
本

爲
三
郎

昨
年
一
二
月
五
日
（
月
）、
三
田
南
校
舎
ホ
ー
ル
で
、
国
分

良
成
法
学
部
教
授
に
よ
る
「
中
国
情
勢
と
日
米
中
関
係
」
と
題

す
る
講
演
会
を
開
催
し
た
。
昨
年
度
第
三
回
目
の
法
学
研
究
所

主
催
講
演
会
で
あ
る
。
中
国
は
、
隣
国
で
あ
り
、
近
時
ま
す
ま

す
存
在
感
を
増
大
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政

治
体
制
が
異
な
る
こ
と
も
あ
り
、
我
々
は
中
国
を
十
分
に
理
解

し
て
い
る
と
は
言
い
難
く
、
や
や
も
す
れ
ば
日
中
双
方
が
と
も

に
感
情
的
な
論
調
に
流
さ
れ
が
ち
に
な
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
分

野
に
お
け
る
世
界
的
な
権
威
の
お
一
人
で
あ
る
国
分
教
授
に
、

現
代
中
国
の
分
析
を
お
願
い
し
た
。

国
分
教
授
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
を
受
賞
し
た
『
現
代
中

国
の
政
治
と
官
僚
制
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
）
や
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
賞
特
別
賞
の
『
ア
ジ
ア
時
代
の
検
証

中
国
の
視
点
か

ら
』（
朝
日
選
書
）
な
ど
の
単
著
、『
中
国
は
、
い
ま
』（
岩
波
新

書
）、『
日
米
中
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
│
三
カ
国
協
調
へ
の
道
』

（
岩
波
書
店
）
や
『
地
域
か
ら
見
た
国
際
政
治
』（
有
斐
閣
）
な

ど
の
編
著
書
、
そ
の
他
数
多
く
の
邦
文
あ
る
い
は
英
文
の
著
書
、

論
文
を
発
表
さ
れ
、
ま
た
、
日
本
国
際
政
治
学
会
理
事
長
、
ア

ジ
ア
政
経
学
会
理
事
長
や
新
日
中
友
好

世
紀
委
員
会
委
員
な

21

ど
要
職
を
歴
任
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
名
実
と
も
に
現
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代
中
国
政
治
論
、
東
ア
ジ
ア
国
際
関
係
論
の
学
界
に
お
け
る
第

一
人
者
で
あ
る
。

講
演
当
日
は
、
大
学
生
や
大
学
院
生
、
会
社
員
・
公
務
員
、

研
究
職
な
ど
多
分
野
、
多
数
の
聴
衆
が
南
校
舎
ホ
ー
ル
を
埋
め
、

留
学
生
や
マ
ス
コ
ミ
関
係
の
方
も
多
か
っ
た
。
講
演
内
容
は
次

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
中
国
研
究
を
始
め
ら
れ
た
頃
の
状
況

か
ら
今
後
の
日
中
関
係
ま
で
、
要
点
を
押
さ
え
た
説
得
力
あ
る

論
調
で
熱
弁
さ
れ
、
特
に
後
半
は
、
冷
静
に
分
析
さ
れ
な
が
ら

聴
衆
を
圧
倒
す
る
よ
う
な
勢
い
で
論
じ
て
お
ら
れ
た
。
講
演
後

の
質
疑
応
答
で
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
マ
ス
コ
ミ

関
係
者
、
留
学
生
、
外
国
人
研
究
者
の
四
名
の
質
問
に
ま
と
め

て
答
え
ら
れ
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
中
間
層
（
社
会
主
義
国
の
中
国
に

中
産
階
級
と
い
う
言
葉
は
存
在
し
な
い
。
階
級
は
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
の
で
あ
る
）、
そ
し
て
対
米
関
係
に
つ
い
て
、
ウ
イ
ッ
ト
を

交
え
な
が
ら
も
圧
巻
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

一
八
時
三
〇
分
か
ら
二
〇
時
過
ぎ
ま
で
の
約
一
一
〇
分
間

（
講
演
が
約
九
五
分
、
質
疑
応
答
が
約
一
五
分
）
は
、
充
実
し

た
時
間
で
短
か
っ
た
と
感
じ
ら
れ
た
。
国
分
教
授
に
御
礼
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
質
問
者
を
含
む
聴
衆
の
方
々
の
真
摯
な
参

加
姿
勢
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
う
。
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